
全国大学電子認証連携基盤は、これまで大学や研究機関において、組織内に閉じて利用していたIDおよび属性情報
を、大学間の共同研究・教育連携や商用の情報サービスにアクセス可能な学術認証フェデレーションとして実運用に
向けて大きく動き出そうとしています。

進展する学術認証フェデレーション基盤「学認」

組織図

賛同企業・機関・団体・その他

学術認証フェデレーションは、様々な情報サービスをシングルサインオン技術によって一元化して利用でき、マッシュ
アップによる複数のサービスの有機的な連携が、特定の情報サービス事業者のみに依存せずオープンな環境によって
実現できます。このため、多様なサービス提供者の参入が可能となり、よりよい情報サービスの費用対効果の向上が
促進されるものと考えられます。そこで、ICT産業界が主体となって、産学連携による「情報サービス連携コンソーシア
ム」を設立し、情報サービスのShibboleth化およびマッシュアップ化を促進し、複数のサービスの有機的連携による
情報サービスの爆発的増加を目指すことと致しました。

産学大連携によるオープン・イノベーション

幹事会

総　会
会　長　坂内 正夫（国立情報学研究所 所長）
副会長　曽根原 登（国立情報学研究所 教授）
副会長　片岡 俊幸（日本電気㈱）

作業部会

WG1.　産学連携の場の創成、産学実証実験の企画
WG2.　IdP 連携、課金決済 PF 連携、ＩＤ保証体系の開発

WG4.　学認サービスポータル、認証広告連携の開発
WG3.　SP 連携、サービスマッシュアップ技術の開発

多様な業界を横断した情報システム・サービスの連携を促進する

情報サービス連携コンソーシアム

産学の情報・サービス連携によって世界をリードする知の循環を目指す
ICT基盤の普及を踏まえ、新たな国際の産学連携の在り方を探る！
大学電子認証基盤の整備を前提とした、情報システム・サービス連携の仕組みを検討する！
多様な業界を横断した業際ID属性連携基盤の構築に貢献する！

参加のお申し込みについて
当団体のホームページ［http://www.ictsfc.org］より申込書をダウンロードして頂き、必要事項をご記入の上、
E-mailまたはFAXにて運営事務局までご送付ください。

TEL 03-5652-3189／MAIL admin@ictsfc.orgお問合せ先

株式会社朝日新聞社
株式会社アットウェア
株式会社アルク
EMCジャパン株式会社
イースト株式会社
伊藤忠テクノソリューションズ株式会社
NECビッグローブ株式会社（＊）
株式会社エヌジェーケー
NTTアイティ株式会社（＊）
NTTアドバンステクノロジ株式会社
NTTコミュニケーションズ株式会社
NTT出版株式会社
NTTデータカスタマサービス株式会社
株式会社NTTデータ九州
NTTラーニングシステムズ株式会社
株式会社ケイ・オプティコム
株式会社コネクティボ
サイオステクノロジー株式会社（＊）
サイボウズ株式会社
さくらインターネット株式会社

シスコシステムズ合同会社
SCSK株式会社
セコム株式会社
株式会社セシオス
全国大学生活協同組合連合会
大日本印刷株式会社
凸版印刷株式会社
有限会社つくばセキュアネットワークリサーチ   
ディープソフト株式会社 
株式会社データホテル
デル株式会社
トッパン・フォームズ株式会社
株式会社トランスウエア
株式会社トランスバーチャル（＊）
トレンドマイクロ株式会社
ニクサン株式会社（＊）
日本オラクル株式会社
日本電気株式会社（＊）
日本情報通信株式会社（＊）
日本放送協会

株式会社ニューズ・ツー・ユー
株式会社ネットスプリング
株式会社ネットワークバリューコンポネンツ（＊）
ネットワンシステムズ株式会社
東日本電信電話株式会社
株式会社日立製作所
ファルコンシステムコンサルティング株式会社
富士ゼロックス株式会社
三谷商事株式会社
富士通株式会社
メディアサイト株式会社
株式会社読売新聞東京本社

［NICT］独立行政法人情報通信研究機構
［TTC］社団法人情報通信技術委員会

【特別顧問】
藤原 孝之（郡山健康科学専門学校 理事・学校長）

※現在、学術認証フェデレーションの関係する15大学の教員の皆様からご賛同を頂いています

本コンソーシアムは、ICT基盤の普及を踏まえ、「新たな国際と産学連携の仕組み」の構築、大学のID認証基盤の実現
を前提とした「産学連携による情報サービス連携」体制の構築、および多様な業界を横断した情報サービス連携の
「ID属性連携基盤」の構築に貢献することを目的としています。

産学連携による多様な情報サービスの
Shibboleth化・SSO化の促進
情報サービスのShibboleth化により、多様な情報サービスを選択的に利用
できる「情報サービス連携環境」の実現を目指します。

情報サービス・マッシュアップの促進
利用者のニーズに即した情報サービスの合成方法を検討し、企業間・産学
間の水平連携を可能にするオープン・イノベーション・アーキテクチャの実
現を目指します。

インターフェデレーションによる
国際的な情報サービス流通の促進
海外との学術認証フェデレーション連携による国際的な情報サービス流通
モデルの実現を目指します。

IDと属性連携によるサービス連携の促進
個人情報保護などの法制度面を考慮したポリシーや契約のあり方を産学連
携で検討し、その仕組みを応用したビジネスモデルの実現を目指します。

活動目的

産業界 学術界

情報サービス
通信サービス
コンテンツサービス

教育連携
研究連携

学術認証フェデレーション

情報サービス連携
コンソーシアム

情報サービスの
Shibboleth化

情報サービスの
マッシュアップ

任期：平成24年6月30日

運営事務局 事務局長　長島 正治（日本電気㈱）
任期：平成24年6月30日

（＊）印は幹事企業になります
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